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　　「溶接捧の研究」（ノ痘5）は日本溶接協会溶接棒部会按術委員会において昭和55年度にお

いて行われた研究結果を取纒めたものである。この年度の技術委員会の主要な研究テーマは次

　の通りである。

　ω　溶按棒の溶接冶金に関する研究

　　　この研究は溶接棒の基礎冶金掌的な間題にっいて調査研究を行うもので，スラグの物理

　　　的性貫や剥離性，溶清金属の芥金属介在物およびガス（特に水素），スラグと溶着金鰯

　　　闘の化掌平衡の間題について調査研究する。

　（2）高張力銅用1割責棒iのワレ試，験法に関する研：究

　　’　　この研究は，高張力立、均用溶挨棒の耐亀裂性判定のための最適なワレ試験法の確立と，

　　　現在迄に行われている各櫨のワレ試験法を統一的な観点より検討し・各諦鍵法甲特性お

　　　よび相互の関連性を朋らかにすることを目的としているoこの研究に用いた溶接棒は本

　　　姿員会に於いて数越を試作し，母材は日本鋼営（抹ンより提供を受け，溶接棒メーカ．一

　　　は勿論・1宮公立研究所および造船所に於て夫々分狙レて共同実鹸が行われた。この研究一

　　　は本蚕員会に於て最も感点をおいて行つたもので，目下計画の8分通り実験を終了し，

　　　猶示麟死実施中であるo

　（5）溶羨捧の電気的特性および｛娃渠性に関する研究

　　　　この研究はアークの電気的待性および溶接棒9作業性に？いて研究することを目的と

　　　しているもので，溶褒棒の溶融速度の測定装置ゐ考案，各種破覆の溶接捧の溶滴移行現

　　　象について研究を行った。，

　（4）表面硬化肉盗溶接捧に関する研究

　　　　この研究は，高マンガン系表面硬化溶接棒の溶接性，作業性および耐摩耗性について

　　　硲究することを目的とする。溶疲棒を蜘重試作し3この溶接棒について溶接性，作業性

　　　および鮒摩耗性について研究室1磁び鶏工傘っいて調査研究を行うた・

　　上記の四つの主要研究テーマにっいては夫々分科会が組織され，共同研究が行われ，その研’

　究結果は遂次各分科会又は本委員会に於て報告され，充分な審議が行われた。

　　この技術委貝会はエ．エ。W．の日本の租織の一つである」江．W．オ2姿員会とは密接な協

　力を行い，共催で会合を持つこともあ9，調査研究事預を存う母胎となつている。本年度に於

　てはエ．エ．W．、｛ε2　Cωni　s　s　i　n　との共同研究である。低水素溶夜棒の水素含有量の測定・・

　各種溶接棒による溶着、金属の衝繋試験成績の坂綴めなどについても笑質的にはこの委貝会で行
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　次に前年度より工業技術院からは溶接関係め種々の日本工業規格原案の作成を依託されてお

り，本年度に於て原案の成立を見たものは次の通りである。こめ中溶俵部会の決議を経て規格

化されたものは「鋳鉄用被覆ナーク溶接棒」で他は現在専門委員会等で審議中である。

　o鋳鉄朧瀬アーラ潮購　　」，エ．sz

　O　溶按棒の作業性の定義　　　　　J．工．s　z

　O　溶齎ビード下ワレ鼠サt方法　　」．エ．s　z

　更に，サブマージドアーク自勤溶按用心線の，滉帝原案の作製のため，本姿員会内に，サブ

マージドアーク歯勤溶候用心線調査小姿員会を作り各国の心線説悟など基礎的な調査を行つて

いる。．
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§2　溶接棒め浴接冶金に関する研究（冶金分科会報告）

　2－1　研究の慨要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　安藤精一一

　55年度には7件の研究が行なわれたが，それらの中4つの研究について報告が，なされた。

　スラグの物趣的性質の研究は，八幡俸，岡田，深谷両氏によっ七さらに測定法の研究まで進

　展している。また日本ε舷，樋口’，小沢両段によつてスラグの剥離性についての研究が・さ

　らに進められている。また，オーステナイト系ステンレス鋼あるいは溶看金属の高温割れ感

　受性に吏大な影響をあたえる硫化物の影響について，日本冶金・佐藤・安出両氏によつて注

　目すべき研究が行なわれたo

　　また鑓技術賑，森によつで，溶鋤の水羅の測定が引きつyき行われた・、

　　・なお，金材技研，川峰製鉄，中山製鋼においても，請苞の冶金的簡題が研究されているの

　で，その成果を期待している。

　2－2　スラグの電導度および比皇の簡易測定法にっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡溶i妥棒KK　　岡田　　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深谷　　武

　　1　簡単な溶融スラグの冤導度の測定法

1．　はしがき

　溶融ズラグの電導度の温度変化に対する連就的測定法として，試科（溶融スラグ）を濃たし
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